
 

 

 

 

 

 

 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ材料のＯＤＦ解析の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２５年０３月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＴｉｔａｎｉｕｍやＭａｇｎｅｓｉｕｍなどのＨｅａｇｏｎａｌ材料のＯＤＦ解析を行う上で 

   試料座標系と結晶座標系の関係によりｅｕｌｅｒ角度が３０度シフトして表現されます。 

   以下の資料はＬａｂｏＴｅｘのｈｅｘ．ｐｄｆから 

 

 

以降、Ｔｉｔａｎｉｕｍを例に説明します。 



Ｃｕ管球で測定 

  

（１００）、（００２）、（１０１）極点図 

 

上記データにｒａｎｄｏｍ１０％を加算してＯＤＦ解析を行う。  

 

が測定されたとします。 

 

極点解析までは、料座標系と結晶座標系の関係は問題ではありません。 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ（ｄｅｆａｕｌｔはＡ－Ｔｙｐｅ）で解析 

Ａ－Ｔｙｐｅ 

 

Ｂ－Ｔｙｐｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｍｔｅｘ（ｄｅｆａｕｌｔはＢ－Ｔｙｐｅ）で解析 

      (001)[100]   φ=30 

 

Ｅｘｐｏｒｔし(Triclinic->Orthorhombic)表示 

 

  

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ｄｅｆａｕｌｔはＡ－Ｔｙｐｅ）で解析 

 

Ｅｘｐｏｒｔし表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＮｅｗＯＤＦ（ＳｍａｒｔＬａｂ）（ｄｅｆａｕｌｔはＡ－Ｔｙｐｅ）で解析 

 

Ｅｘｐｏｒｔし表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

（００１）［１００］を指定（Ａ―Ｔｙｐｅ） 

 

 ＶＦ％＝９１％を得る。 

 

 

 



Ａ－ＴＹｐｅ＜－＞Ｂ－Ｔｙｐｅ，４指数＜－＞３指数ツール 

 

   Random極点図作成 

  

  極点図作成 

 

 

 

 

 

 

 



ｓｔｅｒｅｏＰソフトウエアによるＨｅｘａｇｏｎａｌの扱い 

 指数を指定して極点図描画のため、Ｔｙｐｅに関係ありません。 

  

 

対称性を扱うのであれば、４指数が便利である。 

 



文献を参照する場合はＡ－Ｔｙｅｐなのか B－Ｔｙｐｅなのか注意が必要です。 

例えば、金属Ｖｏｌ６９（１９９９）「チタンおよびチタン合金の集草組織］井上博史氏では 

ＴＤ－ｓｐｌｉｔとして+（－１２－１５）［１０－１０］（０，３２．４，０）と表記されています。 

これはＢ－Ｔｙｐｅで表示されています。指数とｅｕｌｅｒ角度が表示されています。 

 

Ａ－Ｔｙｐｅではφ２が３０ｄｅｇシフトで計算できます。 

 

 

方位とｅｕｌｅｒ角度で判別出来ます。 

方位とＯＤＦ図が表記されていれば判別出来ます。 

 


